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4.研究活動の概要
4-1 {露5]IJ報告
[自然環境工学分野]
天田高岳，教授
1. 流域管理の視点から見た扇状地河川における砂防施設に関する研究を行った.
2.古都台高市の地域計画に関する研究を行った.
3.放射性同位体を用いた鍛細土砂流出に関する研究を行った.
4. 生態系に配慮、した流路工に関する研究を行った
5.土砂動態、著しい渓流地形と植生について現地調査を行った.
ふ長江，黄河，准初流域の流域管理に関する資料収集を行った.
伊藤太一，助教授
文部科学省在外研究員としてニュージーランドに滞在して，
について以下のような研究を進めた‘
1.保護地域の管理費用と受益者負担のあり方.
2.利用及び保全のための施設整備と管理のあり方.
3.ニュージーランド保護地域のシステムの展開.
伊藤隆郭，講師
公騒など保護地域の管理
1 .降雨および地震に伴う斜面崩壊・山腹崩壊の発生機構に関する研究
降雨および地震などの外力によって発生する斜面崩壊および山腹崩壊の発生のメカニズ
ムや，ひとたび発生した斜面崩壊によって生産された土塊が，降雨 e 降雪等による水の供
給を受け土石流するための条件について検討するために，台湾t:i~l部の現地を対象として現
地調査 e 資料収集を行い，基礎データの集積に努めた.今後，符られたデータを基iごして
これらのメカニズムを解明するための研究を継続する予定である.
2.土石流の数値計算法に関する研究
土石流災害の予測を行う際には，数値シミュレーションを行うことが有用な手段の 1つ
である.これまでに多くの研究があるが，流れの基礎式において経験的に取り扱われてい
るところがあり，普遍的な取り扱いが困難であった.これに対して 土石流の構成員Ijを基
にして，力学的に合理性をもつような土石流の数値解析手法を提案した.この一部の成果
は学術雑誌に投稿・掲載されている.
内海真生，講師
1.熱水噴出孔海域における溶存メタン酸化速度の測定
科学技術振興調整費総合研究課題(課題名:アーキアンパーク)に参加し，海洋科学技
術センタ一所有の有人潜水艇「しんかい 2000Jを用いて熱水噴出孔海域(水曜海山)での
現地潜航研究を行った.
2.頭シベリア大低地のメタンサイクルに関する研究
独立行政法入国立環境研究所と共同で，西シベリア大低地におけるメタンサイクル機構
解明のための共同研究を継続して実施した.
3.湖沼における溶存メタン酸化速度の季節変化とその変化要因解析(微生物群集構造解
析)
霞ヶ浦において，独立行政法入国立環境研究所と共同で通年にわたりサンプリングを行
い，浅い湖沼水柱での溶存メタン濃度ならびに溶存メタン酸化速度の季節変化，ならびに
メタンサイクルに関与する細菌群集構造に関する研究を行った.
4.沼沢における巻き貝の生活史に関する研究
沼沢において優占する 2種類の巻き貝(サカマキガイとモノアラガイ)についてその生
活史並びに食性を明らかにする研究を行い，水質浄化や指標生物としての活用に衡する基
礎的知見を得た.
5. 都市排水の再利用に関する研究
海洋沿岸域に流れ込む都市排水の有効的再利用方法に関して，昨年度に引き続き青島海
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洋大学と共同研究を行った.
佐久間泰一， 講締
1 . 用水不足が大規模稲作経営の植付け作業に及ぼす影響
用水不足地域において大規模稲作経営を行っている農家の植付け作業を観察し，用水不
足が植付け作業に及ぼす影響を検討した結果，①用水確保への不安から早めに取水するが
放に用水量が増大すること②作業場からの距離によって水管理の密度が違ってくること③
ポンプ利用に伴う労力と費用の負担④植付け作業可能期間への影響を明らかにした.
2. タイ密ランパチ}I/上流地域の土壌浸食
傾斜地のパイナッフル畑での土壌浸食の様子を把握するために，厨場でのガリの測量，
土壌の物理的性質の測定などを遂行した.農地の拡大に関する聞き取りとリモセンによる
解析を行い，開墾の歴史的変遷を分析した.農家数と経営規模，土地管理，開墾の持期と
技術，農作業機械などの資料を入手・分析し，傾斜地への農地進行の背景には農家数の増
加，規模拡大，開墾技術の発展，農作業の機械化があることがわかった.
3. オーナー制度による撤回保全の問題点
現在オーナー制度による棚田の保全を行っている地区は約2.地区見られるが，オーナ
ー制度をとる面積は地区面積の 10%にも満たない地区がほとんどである. 30%を超える鴨
川市大山千枚田を例にオーナー制度の運営を労働力と維持管理費から検討した.その結果，
労働力の面では将来オーナーの田植えを指導する地元の労働力が確保しにくい，金銭的に
は公共機関の補助金なしには運営できそうにないことがわかった.
佐藤政良，教授
1. 7](1現地域からの用水の還元再利用に関する基礎的な研究の一環として，小員川水系福
j河壊j並区および伺樫地区における用水取水と落水流出の関係を，流量観測に基づいて検討
した.
2. 水田区画の大規模化および乾国連播の導入に伴う水田用水量への影響に関する検討を
水海道市内の水田を対象に行った.
3. 中l主i華北地域における節水準減に関して用水管理システムの視点から現地認査に基づ
き分析を行った.
4. タイ国中央平原における用水管理と用水量の関係についての研究を，現地調査に基づ
き，農民参加という視点から実施した.
5. タイ国メクロン川流域の持続的管理に関する研究を土壌浸食の側面から実施した.
6.バングラデシュにおける濯獄の現状分析を行った.
杉浦良Ij夫，助教授
水環境汚染の原因としてとくに社会的に問題となっている微生物産生由来毒性化合物，
内分泌撹乱性(環境ホルモン)化学物質の挙動・生態影響の評価・解析，水利用プロセス
における有害物質産生の特性の解明と低負荷環境共生型の水質改善手法の確立を呂指し，
現在，閉鎖性水域を対象として偲々の汚濁現象及び流域管理を考慮した総合的な汚濁現象
の解明，モニターリングシステム化手法，評価・解析法，改善方法に関する研究を双方向
的に展開している.
1 .アオコの毒素産生・分解機構の解明と高効率処理システムに関する研究
( 1 )アオコの毒素産生に及ぼす各種環境因子の影響に関し，物理・化学・生物学的観
点から検討を加えている.
( 2 )アオコが産生する有毒物質ミクロキスチンと環境ホルモンとの競合作用による動
物生総胞への毒素作用機序の一部を解明した.
(3 )アオコ及び産生する有毒物質ミクロキスチンを効果的に分解する微生物を見出し，
毒素の分解特性の検討を行い物理，化学生物学的環境影響の一部を解明した.
(4 )東南アジア及び日本の代表的な汚濁湖沼を対象としてアオコ産生毒ミクロキスチ
ンのモニターリングを実施している.
( 5 )アオコの群体形成能と生態学的役割に濁する研究を実施し，関係因子の一部を解
明した.
( 6 )上水道処理フロセスに導入されている生物摸法による毒素分解・除去特性の一部
を解明した.
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2. 汚濁水域で、発生する異臭味発生原認の解明・発生機構・予溺手法の確立に関する研究
( 1 )霞ヶ浦の複雑なカビ臭発生原図のうち微生物由来の発生フロセスを解明した.
3. 汚濁水質の質変換技術に関する研究
( 1 )埋め立て地浸出水由来毒性化学物質の高効率ハイブリッド処理法の検討を行い，
生物活性炭処理法野有効性が証明できた.
4. 閉鎖性流域の適正管理法の確立に関する研究
( 1 )閉鎖性水域の藻類、大発生の機構を解明中で、ある.
5.教育活動
6.学会活動等
7. 留際活動
西尾道簿，教授
1. 農業生産と環境の保全:農水省統計i警報部の集約した「農業生産環境調査j の個別デ
ータの解析を進め，我が留の家畜生産に伴うふん尿窒素のうち，作物生産に利用されず，
環境負荷となる量の原単位を推定した.そして，作物生産と家潜生産とに持う窒素の環境
負荷量が市町村における地下水の硝酸性愛素濃度を高めていることを明らかにした.
2.埼玉県新座市が風食防止等に麦類を活用している実態を調査した.
3. リンの環境負荷を軽減するために，家畜ふん尿中のフィチン態IJンを分解する撤生物
を検索した.
4. 日本土壌肥料学会会長，中央環境審議会臨時委員(土壌農薬部会委員λ農林水産省組
換え体利用専門委員会委員等として活動した.
西密接部，講師
徳星リモートセンシングによる流域環境のモニタリング手法の開発に引き続き従事してい
る.今年度は学術振興会より助成を受け(海外特別研究員)， 3月 14日までアメワカ合衆国
モンタナ大学陸域環境数値解析研究室へ客員研究良として出張した.主な成果は以下の通
り.
1.新型衛星センサ-EOS尽在ODISのためのアルゴリズム開発.モンタナ大学と共同 v
新型の地球緩測衛星センサーによる，陸域植生の蒸発散のマッピング手法を!?号発し， 2ソ
ースモデルに基づ、いて蒸発散比を推定するアルゴリズムを開発した.
2.北米大陸における娃域植生の炭素吸収と気候変動の関係を過去50年にわたって数値モ
デルで見積もるフロジェクトに参加して統計解析部門を担当し，炭素吸収量 (NPP)は気
温の変動よりも雨量の変動に強く規定されることを明らかにした.
ノーマン C.P.，講師
1.プエルルス期イセエビ、(Panulirusjaponicus)の行動および生息密度について，千葉大学
海洋バイオシステム研究センタ一保護水域において調査を行った.
2.渡り鳥であるシギ・チドリ類の分布と館になる小型甲殻類の関係を明らかにするため
に，千葉県九十九里浜において誠査を行った.
3. 赤外線モニタリングシステムを用いて沿岸域に生息する無脊椎動物の夜間行動を誠査
した.
4.外来種ワタリガニの Charybdisaffinisについて，日本沿岸域における分布状態、を調査
した.
氷鈎揚西部，教授
1. 京都議定書の実現シナリオの研究
引き続き，非線型双対型多部門モデルを用いて， COP3実現のための処方築を特にその
動学的シナリオについて研究した.
2.国際環境問題の研究
引き続き，インドおよびパングラデッシュ間を流れるティスタ)1の水利用，制御をめぐ
る2宙開問題を例にとり，国際環境問題を解決するための基礎研究を行った.また， EU 
E際河川についても同様の研究を行った.
3. 閉鎖水系の汚染管理の研究
引き続き，霞ヶ浦を例にとり，その汚染メカニズムをモデル化し，水系の社会経済活動
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を制御するシミュレーション分析を行ない，環境対策を提言した.
4. 霞ケ滞型水質浄化技術の費用投資効果分1Tと当該流域管理情報システムの開発を行っ
た.今年度は，開発されている水浄化技術の最適なポリシーミックスの導出を住民の意向
にもとづ、いて行った.
5.持続可能な都市再生と物質循環型都市と農村の共生について基礎的研究を行った.
藤巻構行，講師
1. フィンガ一流に関する研究
乾燥した砂に水が浸潤する際に発生する著しく不均一な流れ(フィンガ一流)の発生メ
カニズムに関する研究を， 1次元カラム実験と数値解析を通じて行った.
2.塩クラストがアルベドに及ぼす影響
野外笑験を通じて，塩類集積により形成される塩クラストがアルベドに及ぼす影響に関
するデータを蓄積し，その関係を表現する経験式を考案した.
3.低水分領域における土壌水分移動特性の測定法
これまで迅速かつ正確かつ低コストな測定が密難だ、った低水分領域における不飽和透水
係数の測定法を 2つ考案し，それらの信頼性検討を行った.
4. 土壌中における水・熱・溶質の 1次元での挙動を差分法により数値解析するソフト
WASH_1Dを作成し，無償公開した.
i箆板秀ニ，助教授
1. 筑波大学川上演習林の鞍骨試験流域で、行っている水土流出観測を継続し，これまでの
研究成果の官sを第5回国際地形学会議で発表した.
2.文部省科学研究費 (B1) i河川水系における土砂輪送の不連続性と流域管理の変遷に
関する地域比較研究Jの研究代表者としてフロジェクトをマネージメントするとともに，
研究成果のとりまとめを行った.なお，このとりまとめに先立ち流域変化と土砂輪送の関
連に関する研究で有名な米国西海岸のレッドウッドクリークを訪れ現地調査を行った.
3.文部省科学研究費 (B2 :海外学術調査) iタイ国ランパチ川における流域荒廃の因果
連委員の解明とその農林工学的修復」が2年百の入り，その研究代表者としてプロジェクト
をマネージメントするとともに，衛星画像解析による土地利用変化の把握，土壌浸透能の
測定などを行った.また，この研究成果の一部を第5回国際地形学会議で発表した.
4.文部省科学研究費 (A1) i水系構造と流域動態に基づく水・土砂流出機構と災害環境
に関する研究jが2年自に入り その研究分担者として東B本の河川流域について土砂の
生産とi輸送に関する調査を行った.その成果の一部を砂防学会研究発表会で報告した.
5.京都大学防災研究所平成 13年度共同研究「ヒル谷試験流域の土砂流出環境を読むJに
参加し研究発表を行うとともに，ヒル谷流域の土砂流出環境について理学，工学，農学の
多分野にわたる研究者と現地討論を行った.
6.砂j坊学会誌編集委員長として，砂防学会誌の編集発行を行うとともに砂防部会幹事と
して砂防学会の運営に参画した.また， i砂防学会賞J選考委員会委員として砂防学会賞の
選考に参臨した.
7. 2002年に自本で開催されるインターフリベント 2002の学術担当幹事として，その企
画立案に参潤した.
8. (財)建設技術研究所の砂防水理模型実験検討委員会委員として，砂防事業実施のための
各種模型実験に関して技術的な助言を行った.
宮本邦明，劫教授
1. 火山噴火に伴う災害と紡災対策・危機管理システムに関する研究
火山噴火に伴う災害は多様で規模が大きく長期化する.このような災害は，場合によっ
ては防災施設のみでは紡ぐことが難しい.そこで，災害予測を含めた危機管理システムの
構築が必須である.本研究では，有珠山，十勝岳，雲仙を例として取り上げ災害と防災対
策の現状について調査し危機管理のありかたについて検討した.また，類似の現象として
地授の場合についても検討すべく鳥取地震の資料を収集している.
2.大規模崩壊時に発生する津波の形成過程に関する研究
火山噴火や地袋，降雨などによりしばしば大規模な崩壊が生じる.この大規模崩壊は直
接的な災害を生じさせるだけでなく，たとえば高速で水域に突入すると津波を発生させさ
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らに大きな規模の災害に結びつく場合がある.本研究は崩壊土塊の運動から津波の形成と
伝播過程さらに経域への遡上過程を統一的にシミュレーションできるシステムの関発を目
的として行っている.これまで土塊と水との相互作用を考慮した波の形成過程に関する検
討がほとんどなされていないため本研究ではこの点に焦点をあてて研究を行った.
3.土石流の構成側と相似長!Jに関する研究
土石流災害の予測を行うとき数値シミュレーションや水理模型実験を行うことが多い.
これらのシミュレーションや実験を計画するときその相似射をはじめとする理論的な制約
を検討しなければならないが，そのためには流動機構に関する十分な理解が得られていな
ければならない.ところが，現段階では典型的ないくつかのタイプの土石流についてはか
なりの知見が得られているものの，これらの問題に答えを与えるほどには分かっていなし
この問題は粒度分布を持つ土石流の構成長せに関する問題であり，同時にその相似性の問題
でもある.本研究では混合粒径からなる土石流の流動機構について基礎的な検討を加えて
その問題点を絞っている.今後，この成果をもとに構成員IJ，相似則に関する研究を続けて
ゆく.
4. スリット砂防ダムの水理特性に関する研究
スリット砂防ダムの機能評価を数櫨計算で行うことがなされつつあるが，現状ではその
ダム地点近傍の計算を静水圧近似で与えている.しかしながら実際には静水圧近似は満た
されておらず¥誤差を伴うことが推察される.そこでs 実験を行い圧力分布，流速分布，
水面形を言十測しその誤差を評価するとともに新たな計算法を提案した.
5. スリット砂訪ダムの流木捕捉過程に関する研究
スリット砂防ダムは中小出水時には土砂を通過させ河床変動を生じさせないため土砂管
理上，環境上有利であるとされているが，しばしば流木が捕捉され土砂堆績が生じること
がある.そこで 本研究で、は中小出水時に着目した流木捕捉実験を行いその特性を明らか
にした.
6.農村域からの汚濁物質の流出負荷タンクモデルに関する研究
畑地からのBOD，燐，窒素等の汚濁負荷の流出過程をシミュレートするタンクモデルの
開発を呂的として溜沼上流の小流域において綬泌を行いモデルの評1Tffiを行った.観測降雨
が小さかったためモデルをすべて確定することができなかったが，降雨の流出とそれに伴
う負荷の流出特性をうまく説明することができ，その妥当性と有用性が確認された.
7.洪水段丘上の渓畔林に関する研究
洪水段丘は過去の土砂移動の履歴を表現しており段丘上の植生はその影響を受けている.
流域における土砂の生産・移動と植生との関係を明らかにする手始めとして段丘の分布と
そこに成立している植生との関係を井川演習林を対象として現地調査した.
[生産基盤工学分野]
足立泰久，助教授
1. 凝集性懸濁液の降伏値.昨年度発表した凝集系懸濁液の粘度式を発展させ降伏値を表
現した.
2. フロックの構造と形勢過程.フロックの自己相似構造はきし流ゆらぎによりフロック形成
の初期から変化することを流体の撹持強度を変化させた実験によって検討した.
3.粘土のレオロジー.凝集状態のモンモリロナイトの粘度と沈降速度をフロック自己相似
構造の観点より解析した.
4. アオコの酸素消費.原単位(細胞1コ当りの消費量)を解析した.
安部征雄，教授
1 .土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する塩類のス
ティックを用いた捕集法について検討した.
2. 土壌表層に集積した塩類の乾燥地における強い蒸発力利用した除去法について基礎的
な実験を行い，可能性について検討した.
3. 生物的炭酸ガス毘定に関して，乾燥地域における植林の利用の可能性について，オー
ストラリアを対象に調査を行った.
4.拠点校方式による中国農業大学等との研究交流に参加し，土壌内の塩類集積およびそ
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の除去と持続的農業生産との関係に関する研究のための現地調査を実施した.
5.乾燥地おける脊用生物資源の探索と利用法に演する研究を実施した.
6.乾燥地水資源の有効利用法としてのディチ法の開発と土壌水分挙動について実験室レ
ベルの検討を行った.
小池正之，教授
1 .アジアトラクタの設計概念の柱として，新たに再資源性と信頼性工学及びライアビリ
ティを採り上げ，分解・分別がしやすく強度上の問題が発生しにくい構造物の設計という
考え方の現場適用性について検討した‘
2.農耕土の動的締国め特性と作物奴量の関係について，実験的検証を行い，両者の相互
関連を定式化する試みを実行した.
3.電気トラクタの試作2号機の製作を開始し，同時に民間企業との共同研究ベースで市
場性を付与する設計与件のありようについて検討を行った.
4.北関東各地の民俗資料館所蔵になる江戸時代から明治時代初期に用いられた耕起用農
具の設計仕様について誠べた.当時市場に出由っていた撃が長床撃から短床整へと変遷し
ていった理由について，技術論的に興味深い知見が得られた.
5. 可搬型茶摘採機の振動軽減に関する研究について，その論文作成に係る指導助言を行
った.
6.科研費学術調査により，タイ西部の辺境地におけるコントラクタ農業の実態に係るフ
ィールド誠査を 21EJ実施した.
7.古代及び近世銭其に発現している「モノづくりj精神と農業機械産業の展開哲学及び
精神構造について，小論をまとめた.
瀬能誠之，助教授
1.農村景観整備のための計画手法の開発:農村景観の評価について，写真映像により収
集したデータについて分析を行った.また，景観条例の施行と効果について事例調査を行
った.
2.伝統的建造物の保存方法に関する調査研究:歴史的に価値のある民家，および街並み
などの保存方法について 調査を行うとともにそのあり方を検討した.
3.都市公園の整備設計手法:都市公園の利用状況についてのアンケート調査を行ない，
その果たす役割と今後のあり方についての検討を行った.
4.農村の自然環境整備事業における住民参加:アンケート調査等による事例調査を行い，
今後の整備計額手法についての知見を得た.
5.都市型市民活動の展開と課題:さまざまな活動対象と形態をもっ都市型市民活動につ
いて，その展開過程と現状における問題点などの調査を行い，今後の課題について考察し
た.
6. 日本家道管理学会評議員，幹事なと、の学会活動，および財団法人都市農山漁村交流活
性化機構評議員などの活動を行った.
瀧J1 真弘，劫教授
1 .農業用ロボットの基礎機能として必要な車両の自律走行システムについて研究した.
2.農業作業の完全自動化を目指して，自律作業中の資材補給，作業機の付け替えのため
の非線形制御法を研究した.その結果，実験用無人走行車両による肥料補給模擬試験に成
功した.
3.大規模農業では一般的なけん引式作業機の軌道制御法を研究し，特に後退時のフィー
ドバックによる安定化法を検討した.
4. 人間の操作でも，コンピュータ制御でも，容易に重量物のハンドリングを可能とする
フロントローダ型のハンドリング装置の開発と制御系設計を行った.
5. オブジヱクト指向モデリングに基づくシミュレータに， OpenGLを利用したグラフィ
ック表示機能を追加し，より充実したクラスライブラりとなった.
6. タイにおける農作業コントラクターに穏する調査研究結果をとりまとめ，投稿した.
7.研究成果の一部は論文(掲載3編，投稿中4編入居際シンポジウムなどで発表した.
また， 3， 4， 5の研究結果をとりまとめ中である.
8.以上の研究では，草地試験場，茨城県農業研究所と共同研究を行った.
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9.農業機械学会評議員や農作業学会常任幹事，編集委員として活動した.
長苔Jil秀夫，劫手
1. 作業ステーションにおける農業用自律走行車荷の高度知能化に関する研究の一環とし
て，画像処理技術を用いて車高から存業機までの位置検出方法を検討した.
2.農用車両の革新的構造形態、の開発を自的として 供試フレームのノンパラメトリック
最適化問題を主に検討した。ここでは，特に供試フレームを線形弾性体や流れ場のような
連続体や場として捉え，領域最適化問題としての解法を検討した.
3. 環境保全型稲作を支援する安価な機械の隠発を目的として，米ぬかを水田に施用して
その抑草効果を確認するとともに機械関発'に係る設計要因について検討した.
安田裕，助教授
1. 西オーストラリア州レオノラ地区での調査活動.
2. レオノラの 1. 1.年からの降雨量データと植生の関係を解析.
3.乾燥地の浸透ディッチのシミュレーションプログラム作成.
4. EU海外援助事業，環地中海水資源開発に参画. ~ヒアフリカの土壌内物質移動解析.
5.不飽和非均一土壌中の溶質移動を DiffusionLin1ited Aggregation Modelを用いて統計
的に評価.
山口智治，場教授
1. 大規模養豚生産システムに関する研究
大規模養豚生産システムとにおける， 1隊舎設計の合理化と養豚経営の改善に資するため
の研究を実施した.疾病が重度に浸潤している一般の一貫生産農場において，自若手し子j隊合
にオールイン・オールアウト方式を導入し，その飼育成績改蒋効果を検証し，併せて豚舎
環境調節方法を検討した.また，閉鎖型経李L1隊舎の桧j王換気方式を対象とした数値計算モ
デルを構築し，舎内空気分布に関する数値シミュレーションと可視化を行った.
2. 中国における省エネルギー型B光滋室の熱的環境形成機構に関する研究
中国の在来型省エネルギー温室である日光潟室は，発展しつつある中間施設協!芸における
中核的施設になっている.この日光温室は透光面は南面のみで， Aヒ・東. iJ; ~\~は特殊な諒
熱・保温構造を持っており，ここでの熱的環境形成機構に関して，現地における詳細な計
測実験を行い解析し，併せて非定常熱収支解析に基づく熱環境数学モデルを作成して検証
を行った.
3.大型温室における降温調節に関する研究-パッドアンドファン冷房システムについて
パッドアンドファンシステムは，農業施設の冷房方式として 1980年代に中国に導入され，
その後の農業施設の急速な発展に伴って，豚舎，鶏舎，温室における主要な冷房方式とさ
れてきた。とくに， 1990年代後半から中国では大型連棟温室が多数建設されてきており(約
5，000 ha)，現在，その内の約 300haの花子子温室にこの冷房システムが付設されているとい
われる。中国と日本の異なる気候条件下で，大型温室に導入されたパッドアンドファンシ
ステムの運転状況と冷房効果について実験調査し解析した。
4.太陽エネルギー利用による塩水淡水化システム開発に関する研究
太陽熱利用による塩水淡水化装置，とくにソーラースチルにおける蒸発効率，凝縮効率
を改善するシステム関発を行った。水盤型ソーラースチルの基本的熱特性，集水効率促進
法について熱収支解析に基づく数値計算を行い，環境条件ならびに装置条件について検討
した。また，多重効用型システムについての基礎的造水特性の試験を実施した。過去3カ
年間の成果を科学研究費補助金研究成果報告書として取りまとめた。
5. 内蒙古自治区ホルチン沙漠の生態系復元に関する研究
ホルチン沙地における沙漠化問題と社会背景について，文献調査，農業・牧業・工業の
現況についての開き取り調査，住民意識へのアンケート調査によって分析した。当該地域
における土地利用方式の変遷及び沙漠化の原因，当該地域の産業発展における問題点を分
析し，これまで実施されている沙漠防治モデルプロジェクトに関する評価を行なった。
6.農業施設学会常任理事・事業計画委員長・編集幹事，日本沙漠学会財務理事として活
動した。
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余田章，助手
1. 昨年に引き続きロータリ耕うん爪の摩耗に関する研究として、耕うん爪の経時的摩耗
変化を関場で実施し、摩耗質量および爪中高の摩耗形状をミリ単位でデータの収集を行った。
摩耗質量は 10時間毎に 5---5.2g減少し、 100時間以降は 10---12gと急速に減少すること
が明らかとなった。また、 50時間毎における爪l揺は湾曲部で 3.7------6mmの摩耗に対し先端
部では9.74------14.64mm減少することが明かとなった。今回、試験的に改良した改良爪にお
いても伺様な摩耗傾向が認められた。
2. 省資源に役立つ低コスト型耕うんmの開発に関する研究として、実用化を目指し耕う
ん爪の設計および試作について検討を行っている。
3.昨年に引き続き、ルーラル電気トラクタのけん引特性について検討を行っている。
[生産プロセス工学〕
池田努，助手
1. オゾン，過酸化水素を用いる，ダイオキシン等の有機塩素化合物が，全く生成しない
深I=3方法の研究を進めた.この結果，オゾン漂白の前段として加圧酸処理を行うことによ
り，深l:j結果が著しく改善されることが明らかになった.
2.木材中に含まれる 1jグニンの化学構造解析法として，改良 DFRC法について研究を進
めた.従来法と比較して，より多くの情報が得られたが， リグニン全体の化学構造解析を
行うためには，より高分子の分解生成物について解析を行う必要があった.
3.鉛蓄電池の高性能化を行うために，添加剤として用いられるつグニンの改良を検討し
た.いくつかの工業リグニンの基礎データを集めた.
石)1 豊，助教授
1. 青果物用鮮度保持包装として，部分的なヒートシール技術を用いてガス透過性をコン
トロールする新たな包装手法について検討した.非ヒートシール部の空隙部分を通じてガ
ス拡散が生じ，ヒートシール条件(温度，ロール圧，運転速度等)やシール形状によりこ
れを制御することで各種青果物に適した包装条件を設計できることを明らかにした.
2. 包装容器のリサイクルを行うため，ガラスびん，缶，プラスチックボトルを打音信号
により選別する手法を検討した.
3. 澱粉および蛋白質を主成分とした生分解性フィルムに関する研究を行った.
i涜多本華夫，講師
1.人間の免疫を高める s-D-グルカンを多く含む担子菌類，特に‘姫マツタケ， (Agaricus 
blazei Murill)の菌糸液体培養の基礎実験を行った.
2.澱粉及びタンパク質を主成分とした生分解性フィルムに関する研究を行った.
3. 高生産性ネピアグラスの栽培・そのバイオマス利用の多角化について研究を行った.
大井 j羊，講師
1 .パルプの無塩素漂白に関する研究
( 1 )二酸化塩素漂白におけるダイオキシン類発生メカニズムに関する研究を行った.
( 2 )酸性処理と過酸化水素漂白を用いる新しい漂白方法を開発し，ヘキセンウロン酸
徐去の役割を解明した.
2. 木質パルプの高校率化に関する研究
アカシア材，ユーカ 1j材，チーク材化学パルフの触媒添加アルカリ蒸解挙動，それらの
パルプの漂白特性を明らかにした.
3. リグニンの構造と反応に関する研究
( 1) BE硝酸塩と硝酸によるリグニンモデル化合物のCα-c s結合の開裂機構を解明し
た.
( 2 )熱分解ガスクロマトグラフィーによってユーカリクラフトパルプ残留リグニンの
構造解析を行った.
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小i窓谷英一，講師
1. 熱処理木材の吸湿性を測定し，加熱による木材成分の物理，化学的な構造変化ついて
検討を行った.
2.ヘマトキシリン処理による振動特性の変化について解析を行った.
3. 低温域における木材の力学緩和挙動について解析を行った.
4. 漆塗装木材の振動特性に関し，湿度変動に対する安定性の評価を行った.
提山幹夫，助教授
1. エチレン酢酸どこん共重合体系惑熱接着剤およびアク 1))~系感圧接義務に関して鵠
次構造と接着特性の発現について系統的に調べた.これらの研究成果を，第二回国際接着
関連会議(米国)等で発表したー
2‘種々の脂肪族ポリエステルを合成し，とれらを 4成分として含む樹脂および複合材料
の調製方法を検討した.また，脂肪族ポリエステルの原料であるラクトンを用い，木材の
液化，再樹脂化方法も検討した.
3. テレフタル酸から誘導される結合系高分子材料について，化学構造と発現する物性の
関係を誠査した.
4. 樹皮，茶殻，貝殻，カニ殻等から得られる成分を木質材料中に組み込み，アルデヒド
類の放散抑止性を検討した.
木村後範，教授
1 .食糧生産と環境保全とのバランスを考慮した物質循環系の再構築にかかわる各種のバ
イオマス変換技術の開発とシステム化に関する研究を進め，取り分け生物系(有機性図体)
廃棄物のコンポスト化を中核とした一連の研究課題を実施した.コンポスト化の反応に関
する基礎的，理論的知見の整備と共に実用システム関発 改良に目覚しい成果を得た，
2. 生分解性プラスチックの分解促進にコンポスト化初期過程を活用することを提唱し，
分解性に劣るとされてきたボリ乳酸の分解改善に成功した.また，分解性評価法，分解機
構についても有用な知見を得ることができた等の昨年度の成果に加え， if\~{ùli手法としての
信頼姓向上を図った.また農水省に設置されたバイオ生分解素材利用研究会座長として技
術開発指針案の作成に実獄した.
3. コンポスト化実用施設の問題点のーっとして，ランニングコストの高いことが指擁さ
れており， 1)サイクル法施行に伴うコンポスト化の普及にとって早急に改善すべき点と言
われている.そこで，コンポスト化フロセスの省エネ化を進め，コストを低減させる技術
的改良を試み，実験室規模，及びモデルプラントで実験した. (生研機構受託研究)
4.コンポスト化反応に関る多様な微生物叢を追跡する新規解析手法CSSC-PCR)を三洋電
機と共再開発し，その利用拡張に関する共同研究を行った.
5.米及び食品の品質評価技術の開発・改良，また輪入米を利用した新食品開発を農林水
産省食品総合研究所素材利用部 フォス・ジャパンと共同で実施した.
6. コンポスト化装置，及び生ごみ処理機の開発並びに商品化に関する基礎的理論的面か
らの支援，指導を松下電工，松下精工，東芝，日清製粉，及び前)1製作完rに対して行った.
7. 生分解性プラスチックの分解促進技術，並びに評価技術の供与をユニチカ，出光石油
化学，東洋インキに行い，製品開発に貢献した.
8. 本学TARAセンターを通じ，井関農機株式会社にゼロエミッション化やコンポスト
化について指導した.
9. 農林水産省総合食料局・食品産業技術開発計画検討会・学識委員・環境部門分科会責
任者として 2005年までの短期的、並びに 21世紀を(府撤した技術開発計画案を策定した 0
10. 日本食品科学工学会編集委員として活動した。平成 13年 8月開催の農機学会関東支
部年次大会の実行委員長として準備・運営にあたった。
黒田健一，教授
木材化学的研究活動を行った.
佐竹隆顕，教授
ニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムさらにシミュレーテッド・アニーリング
といったコンピュータサイヱンスを援用した生物生産・食料プロセスの最適化，小麦食品の
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高品質化，および閉鎖系の環境維持システムに関する以下の研究を行った.
1.遺伝的アルゴリズムによる生物生産物資の最適輸送経路決定に関する研究
2. シミュレーテッド・アニーリングを援用した生物生産施設の最適配置設計シミュレー
タの開発に隠する研究.
3. 食品感性の定量化システムの構築に関する研究
4.遺伝的アルゴリズムを援用した家畜飼料の多呂的配合設計シミュレータの開発に演す
る研究.
5.ニューラルネットワークによる貯蔵青果物の品質評価に関する研究.
6.微細務類の光合成機能を利用した環境維持システムに関する研究.
7.小麦粉の品質因子の解明と品質制御への検討に関する研究.
8.ニューラルネットワークによる家畜・家禽の飼養管理支援システムの構築を目的とし
た基礎研究.
9.米の外観品質判定機に搭載するこユーロプロセッサの開発を自的とした基礎研究.
清水産人，助手
1.透過型近赤外分光法 (NIT)による米の食味・品質評価法改善に関する研究を独立行政
法人食品総合研究所およびフォス・ジャパン(株)，フォス・ティケータ(スウ工ーデ、ン)
と共同でおこなった.
(1)アミロース測定モデルの堅丈性を強化するため使用スペクトルのi揺を拡張し，さらに
スペクトルのフィルター処理を行い，未知試料に対する予測誤差を低減させることが可能
になった.
(2) NITによる精白米粉の最高粘度の測定モデルを開発した(成果の一部学内プロジェク
ト)• 
(3)精白米の化学成分(タンパク奨含量，アミロース含量)測定のための米飯物性に基づ
いたモデル機発を試みた.
2. NITによる大変の食品機能性成分(総食物繊維(TDF))のモデルの共同開発((独)食
品総合研究所，アメリカ農務省l)チヤードラッセルリサーチセンター)を行った.サンプ
ル提供(農林水産省農林水産技術会議， (独)農業技術研究機構作物研究所， (独)農業技
術研究機構近畿中国西国農業研究センタート
3.未利用資源(オカラ，米糠など)の活用による新食品の開発に関する研究を行った.
張振叢，講師
1. メタン菌による新規ビタミン B12の生産に関する基礎研究を行った。そのために、酢
酸分解系メタン菌に対して，有機援基質濃度， p五等の条件を満たせる場合に，微量金属塩濃
度の最適化は顕著な効果を持っていることを明らかにした.
2. メタン蔚の培養液からビタミンB12の分離・精製方法を確立した。
3. C02資化性メタン菌による新規ビタミン B12生産法ではビタミン B12濃度 37mgι、
HRT6日間に達成した。これは従来方法と比べ 100倍以上の生産率が上げられたことを確
認した。
4.酢酸を基質とする半連続式メタン発酵槽に対して，異なる HRTと有機酸負荷の場合に
おける微量金属塩などの濃度の最適化によってメタン生成速度及びメタン菌体密度への効
果を求めたo HRT: 20日，有機程変負荷:500mL/L . dayの場合に，従来のメタン発酵法と比
べ，メタン生成速度及びメタン菌体密度はそれぞれ1.43倍と1.61倍に高められた。
5.高効率畜産廃棄物及び食品廃棄物嫌気性処理ljアクタの開発のために，ロックウール
を用いた閤定床メタン発酵槽と完全混合式メタン発酵槽の特性比較をした。
6. 古い米を沼いた機能性食品の開発を行った。そのため、吉い米に食用キノコである冬
虫夏草菌を接種し、発酵によって古米のs-Dグルカン、エルゴステロールなどの生理活
性物質の含有量が極めて高くなりました。また、ブルーペリーからのアントシアニンの抽
出について、高効率の精製、分離方法を工学的に研究を行った。
栃木紀郎，助教授
1 .合板廃材をチップ化し，これに速硬化性接着剤を充填したミリカプセルを混合するこ
とによって自己自癒機龍を付与されたパーティクルボードの製造を試みた.
2.木材切自IJにおける限界切込量を解明するべくミクロ切削を実施し，工具先端丸み半径
一時一
とのかかわりにおいて検討した.
3. 難切誇IJ材のひとつであるスギの切部性能改善を毘的として， ドライセットにより被削
材を一時的に圧縮変形させ，切削することにより，早材部総泡壁の硬度を増大させて晩材
部強度に近づけることで，安定した切出を可能とした‘
4.難切削材のひとつであるスギの切部性能改善を自的として3被誇IJ材を極低温(-5"-'-300C)
処理することで，早材部総胞壁の硬度を増大させて晩材部強震に近づけることで，安定し
た切言IJを可能とした.
富田文一部，教授
1. ポリオールを用いて液化した木材(液化木材)と各種水溶性多官能性のエポキシ化合
物，ビスフェノール系エボキシ化合物から種々の新規樹脂を開発した.得られた硬化樹脂
を，木材用接着剤として評伍したところ，既存ヱボキシ樹脂接養剤に遜色ない性能を有し
ていた‘また，液化物中の木材(バイオマス)含有訟を 50%までi認めることに成功した.
さらに，液化過程における木材の主成分(セルース， リグニン)の挙動をモデル実験によ
り解明しつつある.
2.ユ1)ア樹脂接着剤を照いた木資材料(合板やパーティクルボーめから放散するホル
ムアルデヒドの抵減方法について検討し，ホルムアルデヒド捕捉剤を接着剤に混入するよ
り，木材への前処理と後処理に効果があることを確認した.
3.木材-セメント接合材料を製造する際には，木材がセメントの硬化を阻害することが
あるが，中国産の約 30種の樹種について水和熱の測定により硬化状況を把握し， 5種のタ
イプに分類した.また，硬化臨書を改善する化学物質を関発した.また，木材を水蒸気爆
裂して得られる繊維状エレメントとセメントの接合化に関する研究を行い，硬化阻害の原
因を解明しつつある.
中jl! BJj子，助手
1. ケナフパルフは非木材繊維のなかで木材パルフに匹敵する品質・儲格特性を/云すこと
で注呂されている。そこでケナフの成長過程および部位による ljグニンの特徴・存在祉を
明らかにするために化学組成の評価を行った。ケナフ 3品種のリグニンを熱分解法ガスク
口マトグラブイーにより分析した結果、戦皮は Syringyl型構造に富むだけではな、く側鎖の
構造が異なることを明らかにした。さらに熱分解マススペクトロメトリーによる分析を行
い、得られたデータの多変量解析を行い、部位・品種等による差を迅速に評価した。
2.木材腐朽においてリグニン化学構造の変化を明らかにする目的でオンラインメチル化
熱分解ガスクロマトグラフィーにより腐朽期間・菌種・部位によりリグニン結合様式の変
化および、1)グニン量の分布の変化について検討した。
藤村達人，教授
1.湖沼の汚染の元凶物質であるリンを除去する目的で、植物のリン酸回定・蓄積能力を増
強する研究を行っている。この白的で、フィチン合成遺伝子のクローニングを目的として
研究をすめている。本年度は、合計 5種の遺伝子の取得に成功した。これらの機能の解明
を進めた。
2. 土壌の重金属による汚染の除去の呂的でカドミウムを吸着する遺伝子の取得を目指し
ている。これまでに、カラシナから大別して 3種の遺伝子を取得することに成功し、本年
度は、カドミウム蓄積能力が大きいとされているヘビノネゴザからも l種類の遺伝子を取
得した。これらの遺伝子をイネに導入した。
3. ダイコンのゲノム解析を効率よく行う目的でマイクロサテライトマーカーの開発を行
っている。クローニングを行わずに直接シークヱンスする方法の潟発を行った。これまで
に20種のマーカーを作出した。
4. イネの~文量増加に有効なハイブリッドの種子の生産の効率を高める研究をおこなって
いる。交雑効率を増加させるような花器の構造をもたらすような遺伝子の解析を行ない、
この形質を支配する複数の遺伝子座を明らかにすることをおこなって来た。本年度はこれ
までと異なった組み合わせを用いて遺伝子の調査を行い、これまで見いだした遺伝子座が
別の組み合わせでも有効であることを明らかにした。
5. コーヒーからカフェイン合成遺伝子のクローニングに成功した。
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前)1 孝昭，教授
平成 13年度では生物のもつ機能や特性を生かす生物資源フロセス工学分野及び食品工学
関連分野について研究を実施した。特に食品フロセス工学、生物資源フロセス工学及びエ
ネルギー・資源・生物関システム学・環境科学分野についての研究を行なった。科学研究費地
域連携推進「寒冷地メタン発酵による家畜糞尿の低コスト処理システムの開発と設計基準
の擁立J(研究代表)、河 f未利用資源を利用した生分解性プラスチックの製造法の確立J(研
究代表)、茨城県地域結集型共同研究事業業務「水環境改善効果の総合評価と最適システム
の整備手法の基礎創造技術の開発J(第三分科会主査)、ダイシン設計(株)との共同研究
(A)を実施し、共同研究員 1名を受け入れた。さらに、科学技術振興誠整費「国際アオ
コネットワーク作りJ(初年度)を独立行政法入国立環境研究所と共同で行ない、中国の湖
沼を担当した。また、中国北京大学との拠点大学方式学術交流(日本学術振興会)の筑波大学
側研究代表者(コーディネーター)として、この事業の第4年度の研究交流を指揮し、派
遣 41名、招務 60名、長期招へい研究者 1名の受入を達成した。日本学術振興会の論?専制
度を利用して、インド中央食品研究所の研究者の論文指導を行い学位授与にこぎつけた。
バイオマス資源やこれらの活用に関する各種の委員会の座長及び評価委員となり、報告書
の取りまとめに当たった。
1. 食品プロセス工学分野及び生物資源プロセス工学については以下の基礎研究を行った。
1 )生分解性プラスチックによる食品包装容器及びフィルムの開発を行い、化学修飾によ
るでんぷん系プラスチックと大豆蛋白プラスチックを試作し、その機械的特性を検討した
(科学研究費・基盤研究A)。
2 )抗艦蕩性物質を多く含むキノコ菌糸体のタンク培養に成功し実用化のための設計指導
及び製品化のアドバイスを行なった(校費及び奨学寄付金)。これらの研究成果を米国で開
催された国際農業工学会 (2001 年 7 月カルフォニアチI~サクラメト市)で発表した。
3)キノコ菌糸体に含まれるs-D-グルカンのNIRによる測定に抽出するに成功し、特許申
を行い、実用化のための準備をした(校費)。
4) NIRによる細胞のアボートシス現象を観測することに成功し、特許の申請を行なった
(校費)。
2.エネルギー・資源・生物園システム学・環境科学分野については基礎研究とともに実用化
に踏み込んだ研究を実施したむ
1 )簡易2相式メタン発酵装置の設計方法に関する研究:ダイシン設計(株)共同研究員伊藤
信之氏とともに寒冷地用簡易 2相式メタン発酵装置を別海町に設置し、実験データの奴集
を行っている(民総との共向研究A)。さらに、社会的受容性を高めるための検討を行なっ
た(科学研究費地域連携推進研究費)。
2 )バイオガスをプロパン、ブタンに溶解させる理論設計を行ない、その実用性を検討し
た(絞費)。
3 )前年度特許申請した電気化学的高速度廃水処理方法により、各種の環境ホルモンの分
解に有効であることを確定した(校費)。
4)土壌中に含まれる六価クロムの通電による除去に関する有効手法を開発した(校費)。
5) メタンi若からのビタミン B12の抽出:栄養塩包括担体を用いた担体による水素資化メ
タン菌の濃度の向上と培地からのビタミン B12の回収量を従来法の 80""'100倍まで高め、
食品工業学会に発表した(ポスターセッション賞を得た)。
6 )ロックウールによるメタンバイオリアクタの関発:口ックウールを開発中のプラグフ
ロー2相式メタンバイオリアクタに 20""'30%充填することで北海道部海町の嫌気2和式メ
タン発酵装置を改良し、搾乳室の床暖房としてのエネルギー利用を成功させた(共同研究A)。
7 )高潟波高議場低電流による廃水処理システムの設計技術に関するデータを集め、生活
雑排水 50n13/d処理能力の実用規模装置の建設 (2基設置・つくば市及び鉾田町)後の性能
評儲を行なった(茨城県地域結集型共同研究)。
水野幸一，助手
1 . チャ葉・コーヒーなどに含まれるカフェインの生合成系を明らかにし、その利用を
めざしている o チャ葉中に含まれるカフェイン(1，3，7・トリメチルキサンチン)の生合成の最
終段階では、 N-l位およびN-3位にメチル基を導入する N-メチルトランスフエラーゼ(カ
フェインシンターゼ)が働いていることが確認されている。植物体内のカフェイン含量を
人為的にコントロールするためには、その遺伝子の単離と解析が不可欠である。今年度は
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コーヒーからこの酵素をコードする cDNAの単離に世界で初めて成功し、さらに大腸菌で
の発現系の確立にも成功した。組換え型酵素はカフェイン合成の中間物であるテオブロミ
ン合成能を有することを確認した。
2. 開花調節物質F1 Fはアレンオキシドシンターゼとリボキシゲナーゼの働きによっ
てリノレン酸から合成されると推測されている。 F1 Fの大量合成系の確立を自指して、
イネより 5・LOX遺伝子の単離を試みた。その結果、単離した遺伝子を組み込んだ大腸菌
が9働LOXを生産することを確認した。これにより FIFの大量含成への道が拓かれた。
? ?
?
4・2a.著書
足立泰久:線形系の偏微分方程式(上)一場を扱う応用数学の基礎と拡散方程式一.イセブ¥
(2002) 
氷鐙揚四郎(分担):中心市街地衰退とその再生策.都市環境整備論9章，有斐寵， 114-123 
(2001). 
Yoshiro託igano，Takeshi Mizunoya， Cheol七oShin，狂S11γLungLo: The influence of 
transport investments on economy and environment: an analysis from the perspective of 
Taiwan.τ旨ade，networks and hierachies springerverlag， (2002). 
石川豊(分担執筆):包装の事典(El本包装学会 編集).朝倉書j苫， 197・205，2001
石川護(分担執筆):食品大百科事典((独)食品総合研究所編集).朝倉書庖， 737・739，2001
伊藤太一(分担執筆):森林林業百科事典の森林レクリエーション関連項目丸善(2001)
木村俊範:食料生産系からの生物系廃棄物のコンポスト化:意義と問題点，書名:資源循
環型社会をめざして Vol.直， (株)政策総合研究所， 48-51，2001. 
Hideji Maita: Oi River (Shizuoka Japan). "Source-to・SinkSediment Cascades in Pacific 
Rim Geo・Systems"editedby T.Marutani， G.J. Brierley， N.A. Trsutrum and M.Page， 
36-43， Matsumoto Sabo Work Ofrfice， Ministry of land， Infrastructure and Transport， 
Japan (2001) 
Hideji. Maita: Mae Klong River (West Thailand， Thailand). "Source-to・SinkSediment 
Cascades in Pacific Rim Geo-Systemslfedited by T.Marutani， G.J. Brierley， N.A. 
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杉j露関夫，張燕生，張振互j!，前}I孝昭:近赤外線分光分析による水環境汚染因子の評価.
農業施設学会2001年度大会，日本大学， 9月5日， (2001). 
杉浦郎夫，張燕生，張振亜前}I1孝昭:近赤外線分光分析法による水環境汚濁医子の評価.
農業施設学会大会 (200l.9)
菅沼秀樹，安部征雄，谷口雅彦，斎藤昌宏，山田興一:航空写真による西オーストラリア
州の乾燦地に於けるバイオマス分布の推定.化学工学会第 34回秋季大会研究発表講演要旨
集
典宏，山口智治:拡散天井留を有するウインドレス畜舎内の気流特性.2001年度農業
施設学会大会講演要旨集， 6・7(2001). 
正問 滋，議田博子，前}I孝昭，杉浦員IJ夫:電気化学的処理手法による有毒アオコ由来毒
性物質の分解特性に関する研究. El本水環境学会第 36回大会
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正i習融，議毘博子，潟伝平:電気化学的交互理法による有毒アオコ由来毒性物質の分解機構
に関する研究. El本水環境学会 (2002.3)
潜水産入，木村俊範:玄米の簡易常温貯蔵法に認する研究.農業機械学会第60回講演要旨，
471・472，(2001). 
石垣学，貌斌，石川豊，杉浦員三夫，前JlI孝:紹:輸入農産物の食品荷生法に基づく検査体制
の問題点の抽出とその対策についてー農業施設学会大会 (2001.9)
石川豊，鈴木芳孝，前JfI孝昭:青果物用「パーシャルシール包装j の開発(1) rパーシャ
ルシール包装Jの原理と鮮度保持効果.日本包装学会第10回年次大会婆旨， 6々， (2001). 
石川豊，鈴木芳孝，前JlI孝昭:青果物用 Uてーシャルシール包装j の開発 (2)rパーシャ
ルシール包装jのヒートシール強度とガス透過性.日本包装学会第 10回年次大会要旨，8-9，
(2001). 
石田頼子，木村俊範:コンポスト化による生分解性フラスチックの分解性評価.第 12思廃
棄物学会研究発表会， B 4 -1 0， (2001). 
石田頼子，木村俊範:コンポスト化による生分解性製品の分解性評価.農業機械学会第 60
田大会講演要旨， 179桶180，(2001). 
足立泰久:フロッキュレーションによる高分子電解質の扱若過程の解析.第54回コロイド
および界面化学討議会講演要旨集， p.34， (2001). 
足立泰久:高分子電解質を用いたコロイドの凝集過程のイオン強度依存性.平成 13年度年
度農業土木学会大会講演要旨集， pp.156幽157，(2001). 
村上彩子，佐藤政良:潟水時における部門間水資源配分の分析.平成13年度農業土木学
会大会講演会講演要旨， 536-537(2001). 
大井洋，細谷修二，真柄謙吾:クラフトパルフの二酸化塩素漂白におけるダイオキシン類
の生成機構.第46白リグニン討論会講演集， 37-40(2001).
大弁洋，池田努:酸処理・過酸化水素漂白を用いるクラフトパルフの無塩素漂白.第46思
リグニン討論会講演集 179・182(2001).
大井洋:パルプ漂白におけるダイオキシン類の生成機構の解明.第68白紙パルプ研究発表
会講演要旨集， 70・73(2001).
大塚秀則，議回簿子，杉浦則夫，前Jf[孝昭:藍藻類 Microcystis属由来糖脂質の生産特性.
日本水環境学会第36回大会
谷口雅彦，安部征雄，菅沼秀樹，斎藤昌宏，田内裕之，山田興一:LandsatTMを利用した
西オーストラリア乾燥地の植物現存量分布の推定.化学工学会第 34田秋季大会研究発表講
演要旨集
谷口智之，佐藤政良，松井かをり:乾由直播水稲作における用排水管理の分析.平成 13 
年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 524・525(2001).
池田裕弥，松本剛，小島紀徳，加藤茂，田原聖j盗，岡田直紀，坪山良夫，斎藤昌宏，安部
征雄，山田興一:西オーストラリア乾燥地における安定同位体による樹木の水源の推定.
化学工学会第34白秋季大会研究発表講演要旨集
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中)1明子，砂原寛，黒田健一:熱分解マススペクトロメトリーによるリグニンの分析:腐
桁材の部位の化学構造の差異.第 51回日本木材学会大会研究発表要旨集，東京， 348 
中)1/明子，砂原寛，黒田健一:熱分解マススペクトロメトリーによるリグニンの分析(II): 
腐朽過程における化学構造の差異.第46@]リグニン討論会，京都， 17-20 
中川明子，砂原寛，黒田健一:熱分解マススペクト Eメトリーによる lJグニンの分析 (1I): 
腐朽過程における化学構造の差異.第44回リグニン討論会講演集， 17・20(2001.10)京都.
中俣恵一，大井洋:クラフトパルプ ECF漂白排水中のダイオキシン類発生レベル.第 46
IEJ'Jグニン討論会講演集 231輔234(2001)
佐久間泰一，佐藤政良，藤井志乃:水利条件・降雨条件が大規模稲作経営の翻場作業に及
ぼす影響.平成13年度陸域環境研究センタ一年次研究報告会(ポスターセッション)
中野秀浩，天国高白宮本邦明:中小出水時の透過型砂防ダムにおける流木閉塞に関する実
験的fVf究.平成 13年度砂紡学会研究発表会概要集 pp.30岨31
中海みどり，磯田博子，稲森悠平，杉浦知夫，前川孝昭:近赤外分光法を用いた内分泌か
く乱化学物質による細胞応答性の検出.日本水環境学会 (2002.3)
Payungsak Junyusen，Tomohiro Takigawa， Masayuki Koike， Banshaw Bahalayodhin: 
Trajectory generation method for towed trailer.第60国農業機械学会年次大会講演要旨，
493-444(2001) . 
l宇津みどり，議田博子，稲森悠平，杉浦則夫，前)1/孝昭:近赤外分光法を用いた内分泌か
く乱化学物質による細胞応答性の検出.日本水処理生物学会 (2001.1)
Ill1翠みどり，議田博子，杉浦則夫，前)1孝昭:近赤外分光法を用いた内分泌かく乱応答性
の検出. 日本水環境学会第 36回大会
張強，本間毅，瀧)1具弘，小池正之:農業用車輔のためのハンドリング装置の高度化.農
業機械学会第37白関東支部年次大会講演要旨， 8-9(2001). 
長谷川英夫，小池正之，余沼輩:環境保全型稲作支援技術の開発に関する研究(速報).第
371豆j農業機械学会関東支部年次大会講演要旨集， 4-5 (2001). 
長谷川賞之，亀山恵可，議田博子，杉滞則夫，前川孝昭:藍藻類Microcystis属の有毒物質
microcystin産生に及ぼす微生物代謝物質の影響解析. B本水環境学会 (2002.3)
長嶺清司，潜水直人，木村俊範，石機慶子:未利用資源であるオカラ及び輸入米を用いた
軽発酵パンケーキの製造.日本食品工学会第 2回 (2001年度)年次大会講演要旨集， 94， 
(2001). 
長嶺清司，石橋慶子，木村俊範，潜水産人:軽発酵パンケーキ(ドーサ)の発酵とテクス
チャとの関係.農業機械学会第60回大会講演要旨， 283・284，(2001). 
!深 野，張振互主，石)!I 豊，前JI孝昭:バガスを添加した澱粉室生分解性プラスチックの
試作.農業施設学会2001年度大会，日本大学， 9月5日， (2001). 
!凍野，張振蛮，石J/I豊，前J!I孝昭:バガスを添加した澱粉業生分解性プラスチックの試作.
2001年度農業施設学会大会講演要旨， 104・105，(2001). 
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程永強，潜水産人，木村後範:中留における豆腐品質改善のための基礎解析一豆腐テクス
チャ評髄一.農業機械学会第60毘大会講演要旨， 139帽140，(2001). 
程 永強，清水産人，木村俊範オカラの添加が豆嬢テクスチャーに及ぼす影響.日本食
品科学工学会第48回大会講演集， 71， (2001). 
古西由春，石川豊杉浦知夫，前JI孝昭:中患の農作物卸売市壌にける現状と分析.農業
施設学会大会 (2001.9)
田崎雅子，議田博子，間修一，杉滞員IJ夫，前JI孝昭:藍藻産生肝臓毒microcystinの生体解
毒機構の解明.日本水処理生物学会 (2∞1.1)
田崎雅子，議宙博子，岡修一，杉浦員立夫，前JI孝昭:藍藻産生肝臓議microcystinの生体内
解毒機構の解明. 告本水環境学会 (2002.3)
田所二子明・栃木紀郎・小林 純:接着剤として生漆を用いた合板による漆器の室長製作技術
と接着強度.第 51田日本木材学会大会研究発表要旨， p.624， (2001)‘ 
田内絡之，谷口雅彦，宇都木玄，斎藤昌宏，安部征雄:乾操地における樹木楽主主の推定.
化学工学会第 34白秋季大会研究発表講演要旨集
出方智天国高自宮本邦明:スワット砂妨ダム近傍の水不Ij特性に関する研究.平成 13年度
砂防学会研究発表会概要集 pp.130・131
藤井都弥子，足立泰久，杉浦知夫:藍藻類l¥1icrocystisviridisの酸素消費特性と温度によ
る影響に関する研究H第36回日本水環境学会年会講演集)p221， (2002). 
藤井陽子，江頭進治，上菱自拓，伊藤隆郭:山地流域における崩壊密度の予測言平成 13年度
土木学会関西支部年次学術講演会講演概要 (2001).
藤巻構行，井上光弘:塩クラストが土壌面のアルベドに及ぼす影響.平成 13年度乾燥地研
究センター共同研究発表会講演要旨集， 57・60，(2001). 
藤巻構行，井上光弘:土壌中における水・熱・溶質の l次元移動シミュレーションソフト
WASH_1D.平成 13年度土壌物理学会シンポジウム講演要旨集， 48-49，(2001). 
藤城公久，佐藤政良:タイ国チャオフラヤデルタ中流域における乾期稲作植付け期の水収
支分析による用水配分問題の検討ーコカティアム，ルングラーング濯獄フロジェクトを事
例として平成13年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 648・649(2001).
畔柳武司，山口智治:省エネルギー型日光温室の熱環境形成機構に関する研究一熱環境予
測モデルの開発と検証一， 2001年度農業施設学会大会講演要旨集， 110 -111 (2001). 
福田朱里，内海真生:沼沢生態系における淡水産巻貝サカマキガイおよびモノアラガイ個
体群の季節動態.第49回日本生態学会
平松靖，宮武敦，藤井毅，章益民，富田文一郎:熱圧爆裂法による木材のエレメント化技
術の開発(第2報).第 51回日本木材学会大会研究発表要旨集(東京}， 579(2001). 
堀智行，板山崩稔，稲森悠平，杉浦則夫:水環境中における有害化学物質ベンゾフェノン
の生分解機構に関する研究.日本水環境学会 (2002.3)
本田尚正，江頭進治，伊藤隆郭:1999年6月豪雨災害による広島県古野J1土石流の氾濫解析.
平成 13年度砂防学会研究発表会概要集 (2001).
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余田章，小池正之，瀧J!I具弘，長谷川英夫，松本安広，本i習毅，驚藤明:省資源型ロータ
リ爪の開発に関する基礎的研究ー耕うん爪の経時的摩耗変化につい てー 農業機械
学会第 37@]関東支部年次報告 講演要旨 6~7 (2001) 
楊 英男・張 振亜・呂君・前JI!孝昭:ヘチマ担体リアクターを用いた高効率メタン発酵
によりどタミン B12の生産， 日本食品工学会第二回(2001年)年次大会講演要旨集
105(2001). 
楊 漁芳，稲森悠平，鴻伝平，高IlJ奇みつる歩前JI!孝昭:有毒アオコの油化におけるエネル
ギ一転換効果の解析.日本水処理生物学会第 38回大会
李斌，氷銘揚四郎:中国における持続可能な成長を志向するエネルギー政策と環境政策.~日
本地域学会第 38 回(2001 年〉年次大会学術発表論文集~ ，449-456 (2001). 
鈴木芳孝，石川豊，岡林秀典，上回悦範:パーシャルシール包装による小ネギの鮮度保持.
日本食品保蔵科学会第 50回大会講演要冒 44，(2001).
鈴木芳孝，石川豊，今堀義洋，上回悦範:ニラのパーシャルシール包装における袋内ガス
級成の特性.閤芸学会雑誌第70巻)}IJ冊2，365，(2001).
呂イン・楊 英男・張 振亜・前JI孝昭:古い米を利用した機能性の開発， El本食品工学
会第二回(2001科年次大会講演要旨集 107(2001).
呂君.1蕩英男・張振亜・前J!I孝沼:H2/C02資化性メタン菌の半連続培養によるビタミ
ンB12の生産，日本食品工学会第二回(2001年)年次大会講演要旨集 106(2001).
義瑞英，板山朋聡，稲森悠平，杉浦則夫:Microcystis属の構成糖成分に及ぼす環境因子に
関する研究. El本水環境学会 (2002.3)
芦 海清，議田博子，言古川孝昭:近赤外分光法による食用担子菌アガリクスの培養液中の
。"グルカンの分析.農業施設学会2001年度大会，日本大学， 9月5El， (2001). 
桜井一宏，氷飽揚四郎:温室効果ガス排出抑制政策の動学分析.日本環境共生学会 2001年
度学術大会発表論文集， 105・110(2001). 
楼~*一品宏，氷飽揚四郎: i護ケ浦に関する住民環境評価. ~日本地域学会第 38 回(2001 年)年
次大会学術発表論文集~ ，433・439(2001). 
演出朋宏，氷鐙揚四郎:都県間財源補助とリン回収に着目した東京湾へ流入する汚濁負荷
物質削減のための環境政策. ~日本地域学会第 38 回(2001 年)年次大会学術発表論文集J
225幽232(2001). 
疑板秀二，安芸仁:大井川上流域の水系綿特性と崩壊.平成 13年度砂防学会研究発表会
概要集， 390・391， (2001). 
越 淑梅，山口智治，馬 承偉，李 保明:中国の農業施設における気化冷房システムに
関する研究-中国におけるパッドアンドファンシステムの利用事例について一.2001年度
農業施設学会大会講演要旨集， 114-115 (2001). 
趨 淑梅，山口智治:温室のパッドアンドファン冷房システムについて一中居と日本の運
転事例関東の農業気象， 27号， 17-18 (2001). 
関健輝，氷鈍揚四郎:!字国における新エネルギー導入促進のための炭素税課税システム.~臼
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本地域学会第 38 密(2001 年)年次大会学術発表論文集~ ，457-464 (2001). 
委患 斌，森関連紀，杉滞郎夫，前)1孝昭:ニューラjレネットワークを活用した汚濁湖沼の
事前評価.農業施設学会2001年度大会， B本大学， 9月5B， (2001). 
要藤忠臣，安部征雄，安呂裕，小島紀怒:高透水性溝による表面流出水捕集と蒸発抑制効
果.化学工学会第 34回秋季大会研究発表講演要旨集
木野糞子，足立泰久:静水中における小フロックの沈降特性について.土壌物理学会シン
ポジウム講演要旨集， 58・59，(2001) 
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4・2g.一般講演等
Kenlo Nishida， Rama R. Nemani， Steven W. Running， and Joe M. Glassy， MODIS 
Evapotranspiration Project (MOD16). Department of Geography of Boston University， 
Feb.8 
Kenlo Nishida， Rama R. Nemani， Steven W. Running， and Joe M. Glassy， MODIS 
Evapotranspiration Project (MOD16). NASAJGoddard Space Flight Center， Feb. 21 
Kenlo Nishida， Rama R. Nemani， Steven W. Running， and Joe M. Glassy， MODIS 
Evapotranspiration Project (MOD16). USDAJARS Hydrology and Remote Sensing Lab.， 
Jan.31 
Taiichi Ito: Japanese Gardens and the Natural Environment. Landscape Architecture 
Seminar， Lincoln Univeristy， Canterbury， New Zealand 2001.9.28 
Taiichi Ito: National Parks in New Zealand and Japan. Human Sciences Division 
Seminar， Lincoln University， Canterbury， New Zealand 2002.3.2 
Yukuo ABE: Afforestation to fix carbon dioxide using the arid area. T狂ESECOND 
TUNISIAN-JAPANESE SEMINAR ON SCIENCE AND TECHNOLOGY. May 2nd -4th， 
2001 
Yukuo ABE: Treatment of salt and water in soil under the arid environment. THE 
SECOND TUNISIAN-JAPANESE SEMINAR ON SCIENCE AND TECHNOLOGY. May 
2nd -4th， 2001 
伊藤太一:田村先生との「出会いjと私の研究.国立公園協会第 22西田村賞受賞記念講演，
東京虎ノ門パストラル 2001.6.27 
伊藤隆郭:砂防におけるリモートセンシングの利用.国土交通省富士技術政策総合研究所
梶山幹夫:アクリル系高分子の相溶性について.日本接着学会粘着研究会第 66回例会， 1 
月25日大阪 (2002).
宮本邦明:豪雨時の土砂生産.2001年度(第 37沼)水工学に関する夏期研修会，土木学会水
埋委員会・海岸工学委員会 (2001)
宮本邦明:砂防におけるリモートセンシングの利用.国土交通省国土技術政策総合研究所
宮本邦明:土石流の数値シミュレーションの現状と課題. (財)産業創造研究所地圏科学技
術研究会 (2001)
宮本邦明:土石流の流動メカニズム.土石流;メカニズムおよび災害と対策講習会，地盤
工学会 (2001)
宮本邦明:流砂の力学と間液混相流.第 5回オーガナイズド混杷流フォーラム， EI本混相
流学会 (2001)
西国顕郎:砂防におけるリモートセンシングの利用.国土交通省国土技術政策総合研究所
佐竹陸顕:モロッコにおけるポストハーベスト事情.第 344回海外農機事情報告会，国際
農業機械化研究会，東京， 2002.1.28. 
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佐藤政良:アジアモンスーン地域の農業水利.第34回農業土木学会中央研穆会(21世紀の
農業水利と農村の展望一国際的な水議論と明司TF'3)，東京， 2002.2.27 
佐竹隆顕:日本におけるポストハーベスト工学の現状.農業機械化研穆センターセミナー，
ハッサン豆世農獣医科大学農業機械学部，モロッ::1， 2001.11.13. 
小説正之:東南アジアの農業機械化とその将来橡.スラナリー工科大学特別セミナー，ス
ラナ1)ー 工科大学，タイ王国ナコンラチャシマ市， 2001.12.14 
西尾道徳:Environmentally sound paddy rice production in Japan. JICA稲作コース研修
講演. (2001.6) 
西尾道徳:たい肥の基礎知識(開催にあたってト農業技術議会:たい肥施用コーディネー
ター養成研修講演(2001.10)
西尾道徳:環境保全を斡にした日本農業の再生と土壌科学の役割.関西土壌肥料協議会講
演. (2001.12) 
西尾道徳、:施肥が環境に及ぼす影響の実態と対策について.茨城県土壌肥料研究会講演.
(2001.12) 
西尾道徳:食品廃棄物堆肥化の動向と課題.第6民生ごみリサイクル全国交流集会講演.
(2001.7) 
石川豊:食品の品質保持と包装設計.平成 13 年度包装アカデミ~， E=-J本包装技術協会，
2001.9.18 
石川豊:品質保持期限から見たバリア包装の要求性能. FOOD PACKAGING 21:第2問実
務トリガー講座 品質保証のためのバリアー包装の最適設計サイエンスフォーラム，
2001.11.16 
前Jf!孝昭:バイオマス・自然エネルギーの農業の農業利用新技術.農林水産技術情報協会
技術情報セミナー，農林水産技術情報協会別館， 2001.9.28 
前JI孝昭:マテリアルサイクル，サーマルサイクルを考慮した生分解性フラスチック包装
資材の関発. (社)臼本食品科学工学会食品容器包装リサイクル高度化技術講演会，アイビ
ーホール青学会館， 2002.2.1 
前JlI孝昭:近赤外分光法による霞ヶ浦におけるアオコの発生予測. (社)日本食品科学工学
会非破壊計測シンポジウム，文部科学省研究交流センター， 2001.11.16 
前JI孝昭:高圧パルスと酸化金属触媒を用いた排水の電気化学的処理技術. (株)技術情報
センターセミナー，東京・新お茶ノ水・総評会館， 2001.11.16 
前JlI孝昭:水と機能性食品.茨城県米菓工業協同組合関東地区連絡指導会議，大洗シーサ
イドホテル， 2001.9.9 
前JI孝昭:生物膜法と組み合わせ可能な電気化学処理技術.日本水環境学会シンポジウム，
九州国際大学)2001.9.11 
前JI!孝昭:超音波処理法による内分泌撹乱化学物質の分解・処理技術. (株)技術情報セン
ターセミナー，東京・新お茶ノ水・総評会館， 2001.5.25 
前JlI孝昭:有機性廃棄物の活用による分散型水素エネルギーシステムの構築.社会工学研
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究会シンポジウム，つくば研究支援センター， 2001.10.31 
足立泰久:高分子電解質を用いた凝集の初期過程.第 12回筑波微分子界面研究会，2001.7.12
富田文一郎:21世紀に求められる木材利用と研究-化学的側面より一.森林・木質資源利
用先端技術協議会，設立 10周年記念講演， 2001. 5.29 
木村俊範:自然エネルギー活用型高品質たい杷化装置の性能等に関する試験，生研機構畜
産工学部，大宮市 2001.4
木村俊範:生ごみ・有機性廃棄物の処理・ 1)サイクル技術の比較・評価と今後の展望，総
評会館，東京都， 2001.9
小池正之:東南アジアの農業機械化に内在する今呂的課題とその技術論的解析.平成 13年
度第7回アジア太平洋地域技術論セミナー，亜級車大学国際関係学部東京都武蔵野市，
2001.7.10 
民板秀二:流域レベルの土砂輪送把握における地形学的アフローチ.京都大学防災研究所
平成 13年度共同研究集会 fヒル谷試験流域の土砂流出環境を読むJ)京都大学防災研究所
穂高砂防観測所，平成 13年 10月11日
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4-2h. 特許等
前JI!孝昭，張振亜:水素資化メタン菌からのビタミン B12の生産方法. (日本:特願
2000-24490) fI 
前JI!孝昭杉滞郎夫張燕生:溶存・懸濁性物質沈殺を近赤外線分光法によっての計測.
特顕2001-266639 
前JlI孝昭議田博子 江村耕司:近赤外分光分析法による細胞アボトーシス誘導によるD
NAの断片化の検出方法.特額2001-26674
前JlI孝昭議宙博子芦海清:近赤外分光分析法による食用担子菌アガリクスの培養液
中の s-グルカンの総定法.特綴 2001-266742 
諮問孝昭:微量有害物質の酸化分解装置. (日本:特顕2000“133948)
徳永諺三，前JI!孝昭， M.G.M.Alam : t二素汚染土壌浄化部およびこのものを用いたヒ素汚染
土壌の滞化. (8本:特願2000-36663) 
徳永修三，前)1孝昭， M.G.M.Alam:ヒ素汚染土壌浄化剤およびこのものを用いたヒ素汚染
土壌の浄化. (日本:特懸2000-36663)
議田博子吉山貴志田崎雅子 i潟修一杉滞郊夫前JI!孝昭:環境有害化学物質の
度検出法.特殿2001-272478
議宙博子 中海みどり 前JI!孝昭杉浦則夫稲森悠平:近赤外分光分析による内分泌撹
乱化学物質による総胞内撹乱応答性の測定方法ー特顕 2001幽347256
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4-3.受賞等
張新亜 日本食品工学会第2回(2001年度)年次大会ポスター賞
ヘチマ担体組定床を用いた高効率メタン発酵によりビタミン B12生産
伊藤太一 国立公騒協会第22呂田村賞
国立公園など保護地域の計画史および管理手法
伊藤隆郭 水工学論文奨励賞(平成 12年度)
土石流の流れに及ぼす屈紹・液桔の材料特性の影響
杉浦則夫 環境省環境管理局水環境部長表彰
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合4研究費等
a.科学研究費
l氏名(役害IJ)
足立泰久
伊藤太一
(分担)
小池 正 之
(代表)
瀧 )1 異 弘
(代表)
i富田文一郎
|長谷川英夫
(代表)
氷飽揚西部
(分担)
藤巻 行
違 人
(代表)
[藤 村 達 人
(代表)
長 板 秀
(代表)
員 板 秀
(代表)
震 板 秀
(分担)
民IJ }I 孝 Ss 
(代表)
持IJ } 1 孝 Ss 
(代表)
7J< 里子 幸 一
(代表)
71く 里子 幸 一
(分担)
71く 里子 幸 一
(分担)
張 振 亜
(分担者)
ヲ長 振 車
(分担者)
山 口 智 治
(代表)
課題
汚染物質キャリアとしてのコロイドの水理
学的挙動
遊牧社会における生態資源の持続性に関す
る人類学的研究
試作ルーラル電気ピーク)vの作業・環境対
応特性とその実用化
GAを援用した飼料の多目的配合設計シミ
ュレータの開発
ハンドリング機能を持つ知能トラクタの関
発
難廃棄木質材料への液化技術の応用
次世代農用車両の革新約構造影態に関する
偶発研究
貿易および経済発展に伴う地球規模環境リ
スクへの事前対応政策に関する総合的研究
塩ストレスを考題した植物の吸水モデjレの
信頼性検討とそのパラメータ決定法の擁立
ダイコン育種の効率化を目指したマイクロ
サテライトマーカーの開発
重金属汚染土壌の浄化を毘指した植物体の
創出の基礎的研究
河川水系における土砂輸送の不連続性と流
域管理の変遷に関する地域比較研究
タイ国ランパチ}1における流域荒廃の因果
連鎖の解明とその農林工学的修復
水系構造と流域動態に基づく水・土砂流出
機構と災害環境に関する研究
未利用資源を利用した生分解性プラスチッ
クの製造法の確立
寒冷地メタン発酵による家畜糞尿の低コス
ト処理システムの開発と設計基準の確立
コーヒーカフェイン生合成の分子機構の解
明
ダイコン育種の効率化をめざしたマイクロ
サテライトマーカーの開発
重金属汚染土壌の浄化を毘指した植物体の
創出の基礎的研究
未利用資源を利用した生分解性プラスチッ
クの製造法の確立
寒冷地メタン発酵による家畜糞尿の低コス
ト処理システムの開発と設計基準の確立
日光温室の熱的環境形成機構に関する研究
種類 金額 年度
基盤研究(B)(l)
6，200，000 
平成
展開 13・16
基盤研究(B)(2) 2，700，000 
平成
11・14
基盤研究(B)(2) 8，700，000 
平成
13・15
基盤研究(C)(2) 1，200，000 
平成
12・13
基盤研究(B)(2) 3，500，000 
平成
12・14
基盤(B)(2) 14，200，000 
平成
12-14 
奨励研究(A) 100，000 
平成
12勘13
基盤研究(A)(l) 500，000 
司王 j実
10・14
奨励研究(A) 1，400，000 
平成
13値14
基盤研究(B)(2)
3，800，000 
平成
j渓 11・13
唱誌
萌芽(2) 700，000 
平 JX:
12暢14
基盤研究(B)(l) 3，000，000 
平成
13 
基盤研究(B)(2) 平成
海外学術課査 3，900，000 13 
平成基盤研究(A)(l) 600，000 
13 
基盤研究(A)(2) 8，600，000 
平成
11-13 
地域連携推進研究 14，400，000 
平成
12・14
奨励研究(A) 1，100，000 
平成
山 4-1
平成基盤研究(B)(展関) 3，700，000 11幽13
平成
萌芽 700，000 
12-14 
基盤研究(A)(2) 23，500，000 
平成
11・13
地域連携推進研究
5，800，000 
平成
費(1) 13 
基盤研究(C)(2) 2，100，000 
平成
13・15
氏名(役割) 課題 種類 金額 年度
安部征雄
乾燥地域における表面流出水の有効利用法
助成研究 (B) 950.000 
平成
の開発と土壌保全効果 13 
磯田 博子
脂質吸収を調節する機能性食品に関する研奨励研究(準研究
400.000 
平成
qYt1z 4 員) 13 
段多本華夫
混帯気候下で栽培可能な高生産性ネピアグ
奨励研究 500.000 
平成
ラスの糖の抽出・製品化 13 
大井 洋
パルプ漂白におけるダイオキシン類の生成TARAプロジェク
5，500，000 
平成
機構の解明と生成抑制技術の開発 ト 13 
梶山幹夫
水溶性エポキシ化合物によるエマルション
助成研究 (B) 950.000 平成の架橋に関する研究 13 
佐久間泰一
大都市に近い棚田の保全活動の有利性に関
実地調査等研究 132.000 
平成
する研究 13 
?青 水 |車 人透過型近赤外分光法による米のアミロース
奨励研究
平成
含議と締j化特性測定モデルの特性解明 500.000 13 
杉 民IJ 夫 富栄養化湖沼におけるアオコ由来有毒物質
助成研究(A) 5，200，000 
平成
microcystin産生予測手法開発 13・15
)1 明子 ケナフ中リグニンの化学構造の解析 奨励研究 500，000 
平成
13 
長谷川英夫操業用自律走行車両の品度知能化に関する
奨励研究 500.000 
平成
(代表) 先端的研究 13 
藤城公久
参加型瀧jflA管理におけ'る用水利用構造の解 奨励研究(準研究
400，000 
平成
13月 員) 13 
藤村 j童人 土壌の浄化を目指した重金属を効率良く吸 助成研究 (B) 600，000 
平成
1文する植物の開発 13 
水 聖子 ミ~? 一 平成
4ユーとーのカフェイン牛合成機構の解明 奨励研究
b.学内プロジェクト
I (代表)
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??
11 
c.学系外からの資金
c-l奨学寄付金
氏名(役割) 課題
!安部征誰
安部征雄
天国高自
河道地形が土砂流出過程に与える影響に関
する研究
石川 豊
天田高白 i流域保全に関する研究
伊藤隆郭 混合粒径からなる集合流動に関する研究
内海真生 メタン駿化細菌の活性測定法に関する研究
内海真生
汚濁湖沼における藍藻類由来有2宝物質の産
生機構解明
内海真生
石油汚染土壌のバイオレメァイエーション
における徴生物群集の動態解析
大井洋
ダイオキシン発生抑棋に対する塩素分子を
用いないパルプ諜自の効果
大井洋
木村俊範
コンポスト化を吊いた生分解評{革法に関す
る研究
木村{変範 生ゴミ処理に関する研究
木村俊範 生ゴミ処理機に関する研究
木村俊範
佐藤政良
中国華北地域における節水濯概の社会・技
術的研究
清水産人
食品産業におけるゼロエミッション支援の
ための技術開発
清水直人
非破壊測定法における測定精度向上に寄与
するデータ処理の解析ソフトウエア開発
中島光敏 花王不二製油
中島光敏 花王(株)
前J1孝昭
宮本邦明
宮本邦明
細谷修二
過酸化水素によるクラフトパルプの無公害
漂白に関する研究
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種類 金額
科学技術振興
500，095 事業毘
ウイジン 1，000，000 
大日本コンサルタ
2，000，000 ント(株)
B本食品科学 3，499，000 
大日本コンサ)~タ
2，000，000 ント(株)
(財)砂防・地すべり
2，000，000 技術センター
大成建設(株)技術
2，000，000 センター
クリタ*.環境科
900，000 学振興財団
昭和シェル石油環
1，000，000 境研究助成財団
北越製紙株式会社可2，O5002a0o0o0o | ユアサコ ポレー
ンヨノ
東洋インキ(同
三洋議機関 500，~~ 
松下電工(掬 500.0001 
東芝 400，000 
平和中島民tEfl 1，996，000 
(財)茨城県科学技
160.000 術振興事業団
フォス・ジャパン
500.000 (株)
花王不二製油 1，500，000 
花王(株) 300，000 
ダイシン設計 4，907，605 
(財)砂防地すべ
2，000，000 り技術センター
(財)砂防地すべ
2，081，680 り技術センター
二菱瓦斯化学 950，000 
c-2受託研究費
氏名(役割) 課題 種類 今年度金額 年度
木村俊範
自然エネルギー活用型品品質たい肥化装置 生物系特定産業技
2，000，000 
平成
の開発 術研究推進機構 13 
小池正之
農業機械における非化石エネルギー利用技
農業工学研究所 5，000，000 
平成
術の開発 11・15
佐藤政良 用排水・翻場整備基礎諸元調査 関東農政局 800，000 
平成
13 
アオコ発生水域における有毒物質 三菱重工業一技術 平成杉浦員IJ夫
microcystinの動態解析
本部基盤技術研究 1，000，000 
13 所
c-3その他，共同研究等
氏名 (役割) 課題 種類 今年度金額 年度
天国高iヨ 河道地形が土砂流出過程に与える影響に関 大日本コンサルタ 350，000 平成する研究 ント(株) 13 
大会j:洋 リグニンの分子量が鉛電池の特性に及ぼす 民間等との共同研 420，000 
平成
影響のfV究 プヴi: 13 
大井洋 過酸化物によるパルプ無公害漂白
民間等との共向研
50，000 
平成
ヴプヤ1.さ 13 
大手j:洋 無塩素n;~白における木材パルプ成分の挙動 民間等との共同研 2，000，000 平成究 13 
①藻類による水質汚濁機構の解明と制御に
j渇する研究，②電気化学処理を用いた藍藻 科学技術振興事業
類・汚泥などの高速凝集分離プロセスと分 団・環境フロンテ
平成杉在住民IJ夫 荷主汚泥酸化滅容プロセスのハイブリッドシ ィア技術開発(霞ヶ 4，000，000 
ステム化の開発，③湖沼や河川の水質浄化 浦水質浄化プロジ 13 
を担う有用微生物の評価解析としてのこユ ェクト)
ーラルネットワーク解析を利
杉 n1r ytlJ 夫 分子生物学を導入した水環境汚染の適性評住友財窃・環境研
2，500，000 
平成
(代表) 1Ilfi 究助成「課題研究j 13 
四回顕郎
衛星リモートセンシングによる森林活性評 学術振興会海外特
5，400，000 
平成
価手法の研究 5]IJ研究員 12・13
氷飽揚129郎(第4ゲ
総合的な流域管理手法の確立
(財)茨城県科学技
4，000，000 
平成
)~ _70 1)-ゲー ) 討す振興事業団 12-14 
氷飽揚 129 Eirc 211立紀の地球と人間の安全保障「制度と社
日本大学総長指定
平成
(分担) 会の安全保障j 総合研究プロジェ 600，000 11働13
クト
前)1孝昭(コーデ拠点大学父流(バイオシステム学分野，中
B本学術振興会 23.000，000 
平成
ィネータ) 国北京大学) 9・17
l前川 孝 s;g 有機系溌7}(の浄化のための電気化学的分解 民間等との共同研 平成
(代表) 処理装鐙の実用化 究 A(ダイシン設計 4，907，605 11・15株式会社)
前}I孝昭(第 3分
電気化学処理による水質改善
(財)茨城県科学技
30，000，000 
平成
科会座長) 術振興財国 11-15 
前 ) 1 孝 sl:3 有若手アオコの発生紡止留捺ネットワーク創環境省科学技術振 平成
(分担) り 興調整書 1，800，000 13-15 
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